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 九州南部近海におけるカタクチの漁場につIいて

漁業'部川上市正

はしがき

 カタクチの漁場は九州沿岸各地で形成され、その漱獲も

 漸増の傾向にあるようである。

 近年沖合においてカタクチの漁、場が形成され巾着綱によら

 て漁、獲されている。

 こあ漁場が何時、何処でどのような海況条件の所で'形成さ

 れるかを知り、このような条件の所が鹿児島沖一合に存ずる

 かどうカ)。新らしい漁場開発のための底考資料とし'て'一

 応調斑を進めた。

 調査の.方法

 力タクチの混獲された漁.場、時、期については熊本、'.慶崎

 各県本試の漁況報告から“又・こしき亭近岬.の淑況につい
 ては北薩水指の観測値を用いた。

 漁場:こついて

 策/凶のように.カタクチ漁場形成の場所は三島、野母崎
 半湯、、天草、こし一き鳥、1こ鋼まれた海域で、主と:、ノて一200

 棚溝長カ)ら500凡毒衰吾こかけて泌、著隻さ埼'してし、る。

 時期は空として秋から冬にかけて∵あるが、一部では7,

 8,9月の夏季にみられる。

 漁獲二量とし.て一は、何れも他魚種と混獲される程度でその占

 め干割合は.少午.く.・量的.にl!わ㍗たものであポ
 たゾ33年/2.月.グ3千年!月.にかけてこしき島近辺で.
 カタクチ大型の率.一癖.が多量に漁撞されたこともあり、薩
 摩芋、1毛近辺にお1、㌃るカククチ群の来瞭も有望視されてきて

 いる。

 海況について

 カタクチ漁場の彬成される。.圧島、天草沖合の海況は大
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 陸1斜面に沿って北東進する対馬暖流は、男女群一島附近で一

 部分岐して為旋し、男女群島を中・心にして.者旋環流域が存

 在.し、一方九州西岸沿し,:に南西流…する対馬反流は五島列島
 西岸から男女群.島東方を・通り、こしき島沿いに野間1岬沖合附

 逝にのびこしき豊附近て一は南部から北東進した暖流の地域

 的な湧昇による小範囲の左旋渦.動域と天草西岸から南流し

 て張出した沿岸水の錯綜する水域で二方からの異水系の流

 入によって汐境も顕著である。従つでこの附近における漁

 場}ゴ彦'成は例■牢」性中1週水禍:の中{こあるといえる。(文士馬;援誠一

 開発調査報告書'第/輯熊本県の海況と漁況、長崎県の海

 乏兇と漁、抄己)

 鹿児、島県沖合に形成されたカタクチ押合漁場の海況を把握

 するために北薩水指実施の昭和30年/月・の海洋定点観測

 資料に基づいてこじき蜜、近海の海況を水温㌧塩素量垂直分

 布図並びにT.一sダイヤグラムによる平・行四辺形点数表示
 法(長崎海洋時報第2巻。2の3唱掲載)によって解析を試

 みた。

 第2図の水温、塩素量垂遼分布図をみると、.St、ユ5の表層

 に暖流反.流と思える上ヒ較的高温・高かんな水塊がみ.られ'・又
 水深一/00肌以深ではS一ヒ、ユ4を中心に/9,/0%で示される

 湧昇によると、琶、われる高かん部が存在す。

 Stユ6～ユ8,St.2ユの。200肌以深にも一/9,/.0%の高かん

 部があってこれも地形的な湧昇によ一。るものと考えら。れる。

 こ㌧で工一。!ダイヤグラム平行四辺形点数表示法によって

 求めた数値の平面的た分布・図(第3,4図)をみれば十島。

 以」=o∴十2,00以下の3つに大別される。.

 0以一下.で示される海域は、九州沿岸水並びに・沿岸混合系水

 とみられ、十£,o以上の海域は対馬暖流系水でこれの中間・

 にあるO～十一尾,Oで示される海域は外洋性中間水とみなさ

 れ勾。
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 カタクチ漁場形成の位置をみれば(第一3.4図)

 丁度十2・O～Oの範囲にあるようで・ヤはり外洋性中間水
 ・帯とみなされる所に形成されている。、このよう一な状態の海
 域は広範囲な資料はないのそくわしく'は判らないが、こし
 き島南部から野間岬にかけての二倍に存在Iするように考え

 られる。

 第/図カタクチ漁場位置
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 30年1月.水温、塩素量垂直分布図第２図



 平行四辺形点数表示法による数値の垂直分布図



 甑島近海の水系とカタクチ漁場　１０ｍ層



 甑島近海の水系とカタクチ漁場　２５ｍ層



 36年/2月のマグロ延縄漁洪

漁業部

 .ノ/月に引続き各般旨ンナガを目的として2ぴN以北、

 /2件～/3か圓附近で操業している。組成をみると、ビ

 ンナガの36%が最高でメバチの/4,5%キハダの/3、.0

 %がこれに次いでいる。。鈎獲率を見るとビンナガ平均0.タク

 (最高2135、最低0,04)、メバチ平均0.30(最1高

 '0,5島2、最低0.04)となっている。

 例年ビンナガは初膿肌附近から獲れ苧め。漸次北」・し
 3月頃には2クf、"N・/"～/4㈹附乎へξ移動
 し活滋となるのであるが、/2月は末だ北部海域の・鈎獲率

 は!,0内夕十一て(20Nβ付近では!,0^)4,0矛呈皮)余'り{一書才衰

 でない。

 魚体はン2陣')34堕のものが水揚されてi,)るが、主癖は

 25～27即(ク貫内刻一)のものでI50%を占めている。

 これは5才以上の高年魚であり、35年盛終期(3月)の

 主群㍗つ.た・…～・・K穿(パ～・貫)バ才魚=吋だ
 全・体の/ラちに過ぎず漁期手ま初期といえよう。それも時一日の

 繕…;箇と共に4牙'二甑の混入.カ～多くな.り'、え佑乏兄はi皆拝婆となるも

 リ1)と思;～つ黄ユる。.

 メバチ、キハダも先月と大差'な.い漁況てIある,コ
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魚種別体重組成



 36年12月　漁況図



 36年12月　漁況図



 一般・漁.況(１月分)

漁.業部

 ※東海サノざ

 /2月の好漁、に比べ、/月の漁況は著しく不振となって

 し・る。一漁場は前半は'/。2月間オ葉2-8o-0I8個、/23o一。2-7'

 E1中心の5-34、区に形成された一がい漁況ネ振と共に各般広
 く操業し一時み8㌧./0'N、/。23。一30～47'EとEへ移

 動した一Iが、その後27。一ノ0'～5δ'N、/22『一30,～50'

 Eの546,547区ベニ南下したり魚釣.島周・I辺へも漁場が形成

 されたが一.街漁場とも傘一./不揖である。無一群は反応今ウス
 イがそ'れ以上に浮上め悪さが沌況不振の一因でもある。.

 水・撮は/一2月からして低下し二!7～/8℃台を示し魚体

 も小型魚が多く一なってい.る。.
 類カツオー本釣

 枕崎、山川入港船のカツ才一本釣船は台湾東方及びグア

 ム島近海にて操業し.。20,000K字一～4σ000K茅程度の水揚をな
 している。

 美ミ巾着網漁況

 片手巾着縄は鐘久I島近海を操業し、ムロアジ、サバ混り

 で/・続300・～ユ000杯午・の漁!琴1ごあり・。双手1巾着は市来神
 こしき壇コ、野間岬沖合で操業しウ』レメ、アジ1類を対象に操

 業している。

 曼童～裏表電力魚一秒己

 山川根拠船は開聞神合でヨコワを対象と一一して辞一業をなし、
 枕崎港船は枕崎沖合から野間岬に缶けて/.日/隻I/5～0

 尾位の漁獲があり、/尾/,8～3クK穿.程度の魚体である。

 類薩南海域瀬魚漁況・

 大型船は久米島、酉表蜜、周辺で操業し、/航海・約4,000

 K茅位の水揚、小型船は宝・島近海を操業し、成績は良好。
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 のり一人工培養と人工採苗

(技術交流報告書)

 東町駐在普犀食中間健一郎・

 一昨年む標題について、熊本県宇土市及び熊本水試海路ロ

 ー(うじぐち).分砺で技術習栂を行ない、平・面培養と野外採

 苗技術の習得普及がなされたのであるが、まだ幾多の閥題

 点が残されており、その普及に伸gミたやみがあるように恩
 つ。

 沿岸漁船漁業の不振(経済成長率の低さ)によりノリ養

 殖が各地で注目されているが、南限'とされている鹿児島県

 主ξおいては高温、高楓、低栄養分等種々の困難点があり、
 企業化して'いる地域は少なく、昨年度からヒ。トエグサ養殖

 が注目をあび、菓町を中心としてその普及が考えられてい

 るが∵先進地ノリー養殖地帯でアオ駆除にやつきになってい

 る今日、こ一れを翼面から観察する・ことも本県にとっては有

 意義なことであり、たお現在アマノリ養殖地帯(一出水、喜

 入等)では正面からこれを導入することは本県ノリ養殖業

 に一服の成一長剤を盛ることにもなると考えるが、熊本を中

 心とする平画培養、野外孫茜に比べ、相当の成柴をあげて

 いる岡山県の室内採苗、タンク培養をつぶさに観察するこ

 とがぞきたのでこ＼にその概況を報告する。

 この技術習得.班を組織するにあたり、戦後派.と・いわれる

 1南山ノリ養殖業のバックにあるもの、瀬戸内海漁業の特徴

 を見聞し、何一でも見よう何でも闘いて帰元ろうと話合った。

 このよう・な次第で広く浅く見蘭きした＼め、連日強行革

 になりいさ一㌧かグロッキー気味であったが、柏崎のり研究

 会の進展及び瀬戸内海のハマチ、タコ、一ワガーメ等の増殖計

 画fの規模の大きさ、そこに生活する漁民のたくましい生産

 意欲には憾歎させられた。
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 巷加暑は東町水産研究会の川添傑氏、平野水産.研究会の樫
 谷冊来氏、同しべ坂口巌蔑、喜入町漁協、瀬々串婦人部の
 川原ふくえ氏、出水漁協の市川慶.一氏に筆者の6名である。
 日程は9月24日に産児島を発ち、岡μ.1市、玉島市、児

 島市を訪ね、ノリやワカメの養殖状況を兇闘し、更にハマ

 チ、フグI養魚場、タコ養生施一設等を見学し、9月29日に

 鹿児島へ帰着した。

 ノ、一岡1土i県におけるノリ養殖業

 イ、岡山県漁業の概況

 全県の海岸線の長さは472㎞に及び海・は一般に浅海

 陸様棚を呈し、干潟、藻場が広く散在し、干満の差が大

 きく(/,5～3腕)潮流の疎〕麺がよいこと、瀬戸内海の

 中央部に.位し、豊後水道と明石、鳴門海峡からの両潮流

 が梱父一錆する地点に当っていること、吉井川、旭川、.高
 梁川の三大洞川を始め多くの河川がたえず有機質及び栄

 養塩類に富んだ陸水を注入しているので水産生物の繁殖

 生育に極ゆで好適な海域である。

 その反.画、瀬戸内海の中央部に当るため、外海への距

 離が遠く従って沖合、遠洋漁業への発展を著しく妨げて

 朽り、また浅海千潟が多く海士が平穏な.ため干拓に適し

 ており、古来干拓が盛んに行われてきたが、最近は工場

 誘致のための埋立が行われ、本来狭い海面はますます狭

 叫られて行く傾向にあり、また、干拓、I埋立は唯単に海
 面積を狭めるのみならず、それらの場所は貝類、藻類の

 養窄適堆であり・また水産生物の産卵栃†稚魚の生・育場
 'であるから水産生物の繁殖に大きな影響を与える外、工

 場廃水の水産生物に与え季悪影響も一多く、しばしば問題

 となっている。

 海国漁業では以前は、たい縛網とかサワラ瀬びき網な

 どのように比較的大規模の漁菜があつ一だが、現在は殆～し
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 Iど個人経.富の零細なもので小型機船底びき網、ノ.リ、カ

 キ、'もがい養殖、イカチゴ、イカ、,マナガツオ袋待網、

 ボラ等の建縮'(粟1」網)たこ/本釣な、とが主な漁茱となっ

 ている。戦後何れの漁莱一も^不振な㌧かにあって浅海養殖

 のみが急速に伸びている。

 口、ノリ孝萎夕直リ)埼童史

 戦後朝,鮮からの引揚者によって始められた。地穂予が

 とれないため一、広島、千葉県から一顧子付けしたもしDを購

 入していた。当初は女竹であったが、櫛子付ω良否I、気

 候の急変等によって豊凶がはなはだしく、昭和。27年以

 前は県下総生産高'は200万枚にすぎなかった。

 28年から7j(誠で糸斗犬除培養の研究を始め、29年には

 泊1崎ωり研究会(。27名)が発足したが、2年位は兇る

 べき成果もあがらなかつ一た。3ノ年度から研究会沽動も

 盛んになり、本試の指導で33年から人二〔.採笛にも成功

 し、女竹から網繁に変って34年。2,500万枚、35年は

 3,500方枚、36年5,500万枚と急速にのびてきた。

 ハ、柏崎漁脇の概況

 柏崎漁、脇は玉、島市玉島港(商港)の西側に使橿し、内

 湾の狭い漁劾をもつ小さな漁、脇である。のり養殖が始ま

 るまでは、・漁業権管.理舶合にすぎず漁業も見るべきもの

 は・なく、小型底曳5続、小型定資2、四手綱及び!本釣

 30という「おかず取り漁一業」が行わ一れていたにすぎな

 い。一方、平均耕作反別4反6畝の狭い耕地しかなく、

 おまけに畑の方が山より多い畑作地榊であり、岡山県特

 有の県樹栽培(跳、ブドウ)が盛んであるが、ブドウを

 例にとれば、反.当約300貫の生産で3万円(/疑当り

 /00円)の手取り一しかみこめない貧村に過ぎ乍い。
 そのため正組合員3/ノ名、準組合、貢//3名、計424

 名という人数をカ)㌧えながら組合事務所もな一く、年一圓
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 の総会.1数年開カ㍗い・叶と・い'う状態に予一づ㌣
 くわし/は後述するが・の/研写会一がデ・年発足以来独
 自、つ佑動を続け一、ことに'32年糸'状体培養、'室内採苗に
 峡功するや会員も80名にふくれ二Iどう」一して一も漁協とい

 {立場でやらなくてはならなくなり組合一負に呼一びガ)け、

 .1'」年振りかの総会を開いた。このようた状態であったの
 ○会の進行年間蕎†画等も研究会が準備し.だとし'・うお粗末

 もJ)にすぎなか二った。その結果、一9名の理事1中二}名を

 1,ヰ究会貞が占めてしまい会長を組合長'にま一つりあげてし

 ;こった。結果的にみれば、研究会が'組合を包含し'土しま

 。だともいえるし、見方をかえれば研究会の正しい発展

 、.・析しい組.合紬繊を作ったと幸いえ'一る㌧
 ..。1・・究過梅から経済行為へ、そして組合活I動へと研一究会活

 ..=,')典型的な発肢として考えさせられるものがあった。一

 その後、若い組合長を中心にノリ養殖業一を進める一方

 、…合づくりが始まったのであるが、一合までのいきさつ上

 技術舳なものは研究会で二共向施設一資材一購入∴共一同販売

 ピ、・った梱利面を組合で拙.当している;昨年度の一資材取

 {二支い高は60.0万円で/家当一り6～7万円に吐一っている。
 折し1、'組合ができてから、まず第一にとりあげた問題

 ;工11;ll.合単の整起で、今ま一で名はかりの組合員を淘汰して

 ・紬秤の漁民午けキし・..・.・・争一1一あ一った正細手をけず
 り1270名とした。また、一合までル」ズになっていた出

 鮒(/口、3.00円).牢ノリ代辛カ)、ら差引ジて完1内し・
 5!9,690円(ル{2口1にした。
 .川蝉に関する組倉の作事一としては一二乾燥機の補助
 (㌧)及び建設斡旋11ス及蛸の一共同1護人、製品
 ニハ蝉叫共同水洗所を.自、下達苧申で.雫る㌧.こ.'の組合・
 ○地割は5シ/0間をI/マスと一して。2δ0一円の行使料を

 とっている。
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 共販について述べると、入札をノ5日おきに年.8回ほ

 ど行なっており、阪神及び地元葉者37名を指定してい

 る。昨年の実績では最高/0.8円、.最低0.80芋1ヨ、平均

 7,0・～6,3円であった。どれは他紙・金よりも/,5^一2,5
 円高値であるが、これは組合内部しり自主検査の厳工]=1さに

 よるものと11賞、う。検査の方法は各ノ、ガ≡」にj。塞別し結束した

 もの(/0枚を!帖にし、ノ01帖/東にする)を部落別

 によりわける。まず糸且{寺長が、!ユ求の中から3え段モ王恵に

 I抜一き出して悪'、・ものを見つけたら、その部落全部ほどい

 てやりな朽している。(紬合一長の着一をかりると「正直者

 が馬鹿を見るようなこと;.よi)たくない」とのこと)。

 次に販売一員/6名(名・部落から、2名宛選出してある⊃が

 /東宛の枚数(/00枚)をあたる。(!日に、㌻0万枚

 位処瑚している)別に倹且.黄'を3名きめてあり、当日

 の製品から表のようだ標準色を・千'Fり.、コシベアで流れる

 もの㌧中から自分の色にあったものを取り出してよりわ

 ける。猟期の始めは上物がでるが、・次第に悪くなってい

 くが平均すればスイショウ/%、ムラサ・キ80幼、その

 づ山20ラ台{こ{:之:なる。こσ、タ';一こキ・ノご=Eノ(や凹皇二表し、あ一なあ

 き)も同様に仕分けている。販売弓二数料はノ分5厘.であ

 る。

 二、のり研究会の歴史

 研究会が発足したのは昭和.29年でIあり、当時会員、は

 土27名であった。研究全発足の動辛幾としては先述のよう

 に農業で1一丈食べるだけで一なく、海に出ようにも経験がな

 かったので朝鮮か一らの引揚老が1一;11心にな・つて女竹と取縄

 んだ{、ので一、2年間一はほど、㌔、どみるべき活動はなく、広

 島から移λ.した女竹在鮭てたにすぎな1=へ

 3・年に入り本試で人。工採第に.成一助以来意率に活動を
 始め、32年には研究会でも糸状体。)培春を行し、成功し
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 た。このころから・会の組織..も確立.され、ノリ養殖をす.る
 辛ら研究会に入らなくて1まなら汰いような気運ができて
 きた。(先述の組合の弱体であったことにもよると、冒、う

 が。一一)その後ノリ価格の高騰などにより一会負も急激に

 増え現在/05人になっている。そしてノリ・養殖につい

 ては研究会が全ての薇隈を持っており、地割から種子付

 望.で全て㍗うよう{干なって・事務れ作りさらに彰子島・
 山事業で窟雌も作った。現在これ.は組合の事務ア片.、倉庫

 として使用・してい声が、玄関守か㌧った組合の著一板が研
 号ヒ会のそ表一しよりも費弱で、あ二ったのは、三津に妻隻面のみ0)子育

 勤.で経済行為をやってい一ない鹿児島県の各研究会と比べ

 奇妙な感.1こうたれた。

 会の紬織は下一表のようになって.お.り、中でも

 一技術部22名・……各部落/名と当初からのr
会員/4名

 …各音1ち亨ξ

 技術部へ入るには資枯審査をしているほど難かしい。

 即ち、技術部で糸状俸培養の管埋、観測諸調査、地割を

 行なっており、全て技術都・の指導で管理が行なわれてい

 乙ことにもよる。技術部の弓種限の{タ,をま)げるとI攻.竹から

 縄竣に切替えろ跨、どう.し干も聞き入れたいノ＼があった
 ので、夜これを引き抜き雫の後に縄嬢を剛こ/llだほど
 でぎ)る二一時は本人がおこつ'たが、・段にたって生産があ

 がるようにたって非常に協力的に.なり、今では率先し
 てやっている。また、発.足当時からの.技術部負で養子の

 人がいたが、昔は会に出庫するのにしげうとに対しどう

 も・都合が悪1.・.ようで、かくれるよう1二したもこ)だが、擬

 近。は会の仕事といえば.大手を振って1-1ゴかけられるように
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 なった。とし.・うような.話があり、信頼。も権限も持一つた組

 織にな,つてし一、る。
 一会の予算画をみると、種年付収入か大脇分を占ゆで.い

 るが、綱鎮/枚300円、かきがら/枚5円であり、網

 鎮約よ000枚・かきがら30万枚を,販.発しており・本年
 の予算額は300万に・達している。益金1、主視察、研究の

 外は一全て施設の拡充に使州している。

 このようた多舌.展を「栂、た'らは獣毛受棚斥汰王ミでa5った㌧め

 に、本試その他の指導を受入れ易かったのではないだろ

 .うか」と組合I長になつた硫究会畏は話し下いた。なお、
 蛇足がもしれぬが「若々は60代から40代の組合長を

 たてることによって飛躍的に進歩した。しかし、これか

 らの沿岸漁、業がのびるた一めにはもっと若いエネルギーと

 勇気と.アイーデアー(.芦え)を必要とするようだ。私は30
 代の組合長を作るべきであると思う」と夜を徴して語っ

 た彼の一言葉は、この視察を〕臣じて一番忘れえ.ぬものでユ)

 つ.た.。

 ホ、のり養殖の瑛仇

/)漁場

 先述のように、内海・の内湾Iであ

 るため、被浪少なく、・しかも栄

 養売、に富み、『二虫勾Nき土200・^)

 300-8,P鎧60ゲと1,・う好

 漁場であるが、内湾ゆえ1こ潮.の

 流遭が悪い所ができ、そのため

 図のように5区割に汰劾を大分

 している。.叶

 昂]ち、二一、頁、』王r㍗内干竜と1称

 し.一!マス5×/吋が270
 工V,Vは外湾と、称しノ0×30
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 閥が76になっている。この中に竹すだれ(内湾:夕十湾

 =、60:3'0)3,600枚(規格は後述)紬て4尺×/0
 間)。2.4q0枚が張込み'される。

 竹すだれの場合ノマ帆に図のように4×3枚に張られ
 るが、すだれ間は船が通れるよ.うに約6尺あけてある。

 ある。

 綱鎮の伽合(/0×30間)3X/2枚を振っている。

 通常ひゾのし・める割合を/、2%といわれているが、こ㌧

 では20%にたって;いる。1これは葉省の・急増と沖合進出
 に対する技術的享二産点からやむを・時だい処置であったとの

 こ一とで、N量の危険量30芽を下るような場合は後述の

 ようだ処撞二がとられている口

 個人別の張込み枚数をみると、経験年教により違いが

 三:=〕るが多い人で5.…'ス、少Iな.い人は0.5マスをもってい

 る、エ投プ(5マスとはメ豊…装で.タ者庁(ノ00フラ円)虐走書妻と1、・

 っているのに禍当し.それIを・蛙準にノ00万円ノリを目

 標にしたと(DことでIある。

 壷葦う互業者・カ三増える{1貞・向にあるが、新規ばこ.れ以⊥:認ジ)な

 い方針で一家か㌧一人.だ.け分家を認め0,5一{'スを一与え.る

 ことにしている。また生産.増り1=1のだ鏡1こ賞をもうけてあ
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 り、/マス当.りの増加、品質の向上によって来年のマス

 を0.5だけ増やしている口

 。2).橦子付け

 現在研究会で管埋してし呈'る糸状体培養貝殻は35万個

 であるがこのうち5万個は普通病気、栄養不良、その他

 でだめになる。採苗方法についてはくわしくは後述する

 が、これで約8;000枚の網ひゾの室内裸一曲を行ない後は

 竹すだれ用に便用している。網ひゾ/枚の種子付け料は

 300円であり、カキガラ/個5円である.。竹すだれに'

 一橡一子付は培養中にあいている穴を利用して、これを荷札

 用針金程度.のものを使って竹自体に直接まきつけている。

 /すだれ(7尺X2間)の便用螢は5～6個である。

 現在ターカンポ、落下傘・等種々の'方法が研究されているが、一

 一考を・要すると思う。縄ひ㌻の博子付け枚数が張込枚数

 の3倍強になっているのは、予備網の制度をとっている

 ためである。

 この予備網の制度とは、人工種子付けであっても出来、

 不出来があり、叉養殖途中の極々の事故にあったりする

 ことを考慮し、さらに抑制(後述)のためである。即ち

 ク。は種子付け良好なものを選び張込みする。らは抑制
 又は予備網として干出・～・時間に高張りしておき、名
 は種子付け不I良のものとしてすぐにひきあげて来年の綱

 として保存するようにしている。この外に組合としては

 700～/,000枚の予備網を準備し、不慮の災害にそなえ

 ている。こ一の制度を採用してから、年度別の豊凶差が少

 な.くなっている。

3)ひび

 この地で使用するひゾは、竹すだれが大半を占めてい

 るが、これは表のよう・に.生産率が高いことにもよるが漁
 場が内湾の栄養分に富むことにもよる。
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 竹すだれと綱ひゾとの生産状況.

 分別最低～最高 提出件数  平均値モード汁  ユ⊃O～⊥,206

 2こ0～3,000

 ユOO～2,700

 ユ,200～3,OOO

4'3

4ユ

43

26

440

ユ,ユOO

 ユ,全60

ユ,76Q

 一4ユ0

ユ,090

ユ・480.

ユ,790

A
コーr
1.1B
ルれ

 200'㌔一3.500

400～4.000

 300～3,OOO

 ユOO～3,000

35

3ユ

37

33

ユ,580

ユ,700

ユ,560

ユ,200

ユ,740

土670

ユ,ユ60

 ユ・3基。.

.A

ク'B
〕
為/1

 ユOO'ン巳・090

 400～2・4gO

 一且.OO～2.500

 300'、'」一'800

2Qユ,36G

ユユユ,1370

ユO⊥,060

8960

1,330

ユ,ユ30

P

850

ユ,060

註

 のこ才いよ研究会員からアンケート式に百1封査したもので
 ある。

 ㊥分別は、すだれ、コールヤン、

 別の場所である。

クレモナとそれぞれ

 ◎この表から感ずることは、クビモナ網の提出作萎交の
 少ないことからその経験年教が浅く、微披い技術の

 7;備1こ二よるものと三考え。られ一る。

 竹すだれは2分5厘(8湖)厚さに割った猛宗竹をを2

 寸(一60肌)おきに50本並べ、2間にし、これを図のよう

 うに2,5尺の間隔に4一寸竹でおさえ、2×のコー一ルヤン

 でく＼りつけ、'る。以前はこのコールヤンをワラなわを使

 用していたが、◎ワラより軽い

 ⑮.なわにもノリが.つく(づア才が
 少な…、、の理由でコールヤンに変

 ・ってき一たものでIある。.現地は竹

 ・の少ない'所で4寸竹/東(/2
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 (一/6本)で本年は280円もしたとのこと亡ある。

 網ひ㌧Iは大部分パームであり、北村んもクレモ・一ナ/号、

 5号、サランも八ってはいるが、=先述のように生産量.に

 差がなし.・ことから全体に普.反する一ことはむずかしい理状

 にある。即らパームは350{一400円で'/年しカ)使用で

 き一ないが、後てI農菜用(トンネル栽培のビニールあおさ

 え)に/00円で売却でき、化繊は900～!,000円で3

 ～4年使リ月できるが、年間の消稲を考えるとパーム1化

 繊=200円:300円となつて化繊が経済効果のうす

 1、'ことも亡主目{こあたし・づ一る。

 燕この報告書一は3回に分けて掲載致し'ます。

 昌;こ角ナこてる「クコ」

 本文は「水産科学」/96ノ・/

 〃ガ(司'1漫歩〃より1転載:

 陸上でサル仲間がわれわれ人禎に大一変剃近感Iをもって眺め.られる

 様に、タコ程人間にとって身近に感ずる水1-ijの動物もない様に、智、う

 がなぜであろう。その仕草振舞し・がわれわれにイ以てしゴ戸も閥が抜け

 ているところが、人類の優越感をちよつびりくすぐるからかも知れ

 ない。大変に大食な,タコは、索餌.ヒあまり密集して棲一自、しない

 のが普通であるが最・近陸上での住宅難を反.映した訳でも6)るまいが、

 人問の要求に牢って近頃で峰蜂の巣状あるいは小学校の下駄箱武生
 費の〃タコァパート〃住いを余饒なくされ、手足の触れ合う程の手

 狭な生活に明け暮れる.気の毒な身の.ヒになり1=った。しかし広い海

 底を召物顔に漫歩していた頃の二身きれいな性.質は変更されるこ.とな
 く、この一アパートの個室の小ぎれいさには感心のほかはない。何事
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 も始めのしつけがかんじんなことは他あ動物し音と.変りなく、この
 団地族、最初個々の巣穴に餌を入れて†.る習慣をつけると一度に広場

 に餌をやってもI出てきて摂らうとしな.くなるカ)ら可愛くない。餌の
 ⊥投込みは象の鼻の様な腕をま本も3・本も巣穴から出して巧妙にそし
 て欲張って体が持上る程一杯抱.き込み考えられない程の早さで平ら

 げてしまコ、1またその残物を遠慮なく他処に撒き散らして'嘩からぬ。

 自分丈の住いは大切にするが公共の広場を汚して劣りみないガリガ

 リ根性は、一歩も社会的良風を身につけようとしIない不心得であり

 何処か一の大衆そづくりである。海底でもさきの巣穴の中とは反対に

 その入口に食事の裁物をうつ高く篠み上げて平然としているので、

 われわれ水中漫歩老の絶好の目印にな、り、捕えられて、しまったと

 顕をかいても後の祭1)である。顕隠して尻かくさずとほこれから出

 た言葉だとおつしやるフゴもある位で、清掃夫さんのチリンチリンが

 やって来る迄は〃タコ(テコ)でも量とかぬ〃心算らしい。世の女流

 評論家にこつびどくやられるのは必定だが、タコに耳のないのが幸

 いで行く行く〃タコに念仏〃な.る新語も造られるかも知れない。

 この耳なし頭にねじり鉢巻は漫一画にでてくるタコ君の代表的な姿で

 あるが、タコ識程世上に誤り伝えられかつ画がかかれている動物も

 他にない。この蛾は実は胴にあIたる部分で眼のあ・る小都分が真実の

 畷に棚・当じこれに8本の岳宛がついていて彼等は常時逆立・らして歩い
 ている訳でありまた口はひよつとこの様に突き出た水管ではなく8

 本の腕の付根にあって〃上をll・」いて歩こう〃という時流に逆らって

 常に下を向いて歩いている事にたる。この反逆精神を以ってしても

 骨のな,いのは如何ともし難く、餉述のタコアパートが波でゆれ動く

 と、タコのアタマもゆらゆらゆれて遂kはこの滑らかな7タマも一
 皮むけて禿頭の上に更に蝋の自味の様たバクができ一る。美観を損ナ
 る事甚だしく市飯に耐えた.い有様となってしまうが、これも御輿の

 カツ'ギ棒の様に長竿を両側に取付けて重力揺止めとすると少々の波で

 も安定して成果を上げる。しかし禍を転じて福となす術を心得ない

 訳ではなく、5ミリ位の隙間が20一脇程の長さもあれば暫匁位の大
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 きさでも抜1.す出す事ができこの術には猿飛佐助もらよっとまねがで

 きまいと思われる。これ.は丁度餅を延はピた様に焚体するからであ
 るが、やはり一1恥抜けたとIころも㌔あり、26効.自位の荒い金網では駄

 目である。8不の腕を同時にあらこらの六カ・らだしてしま、うか

 らで、こ㌧らがタコ溜.の知恵の1挫度というもd)であろう。骨0.)た1,1

 無脊椎敷物中進化の最高に言)るといわれる丈あって彼等の神経発達

 生理機構の複雑さは相当なものであり、皮腐にある4棟の甦素胞

 (亦、一1王、黄I、虹色)を舅在に鯛鎌し瞬時に班色して喜怒寧楽?を
 表=現する。一この色素立、胞は煮ると肢司し.て痛・・巴し真赤たユヂダコが仕.ヒ

 る仕組ゐ・である。・好物・の力.二を見ると興奮してパット無ずみ、

 とび掛って抱き込むや.一直ちに後睡鰍から分泌されるチラ…ン鶯素で
 マヒさせ}な剥いで臭.る問にめしあがるイ士革は堂に入っており、堅

 一年な貝でも一この講で・易々と姓を開かせてし一まうか腕.力に物いわせて

 バリバリ枠し・て硯㍊、2,3口分くらいは童ん・だ星)られる。.酒洋でI
 dl;・三!一一f-i臼h(患確1の魚)と敬遠される所以て=Iあろう。この竜

 一は人舳にとってももらろん有毒で一あるが鎧が少ないのア'咬まれて毛
 買与1こタ瓦分一カ{{基くなる橦…度でま幸喜一し言よ全英宍租モ…毒となる。

 て一〃タコl11ピ当〃な一る語がありタコの自・食理象に準えたも口)て一あろが

 こ二・…τはシモしr=・」…を:不土珪二ζカ)ら患:るもの'cはデ!く圭章‡髭のミ歓裂ミによるネ中条着

 ξ早昏乱の一結果とざき一.して1、・る。例孝.自分の足を・良Iったタコでも環境がよ

 く汚れば結構卵を産む}'J-1ら拙;手け£もので■ちる。ところで水から揚げ

 られシクリ鎮したタコ熱もアタマをポンと叩かれると途端に目に角

 立てて怒るからまことにこっけいで一ある。郵.からユゲこそ立て.たい

 が僅かに振り.上げた二の手を」.ヒめさ一は.る価値のある様棚ではある。

 jそ。母性愛も人制なみて・、娃みつけた抑の1、浮える迄食事・もろくゐ
 ≡く撮りつ約/カ月撒も1,1氏〕てi1註.ズるのは洪㌔“しき限りであリ

 う差1二はやrま≠5とろえて・糸二三=;1一;ゴ.ろ1こ.ヨjっては泉1オしというもオ5ろ'かIで.あ

 る。タ」ツーj{1、)i-1リこいったん卵を雄んだらこれから離れず、この保

 1育中のタコがつぱを抱えて引あげられてくる時は商売とはいい乍ら
 一)ぐつ'くお魚、畠:膏稔…書ミカミうらめしくなるとはあるブ漁.メミリ〕なヒブきて≡あり、

 こオ/をせめてもの供養としてタコ窮'にささげる次'第である。



 二.r}()了)ζ予ζ二r)・rτ'^)そ二ぐ

 ★奄美短信★

 寸r・;=r★ジr・上ン★プて'{ゴ★∫≠r★〒

 蕪奄美大島の正月は内地・より一足さきに訪れる。

 内地。)皆様には奇異に感ぜられるところですが・、巻とか、夏とか

 一般的に自然塊象の訪れはたしかに内地より/,2ケ月早いのが、'

 地理的にみても我々の皮膚を感ぜしむ・るところですが、j1三月だけ

 はビンとこな、い。先ず/。2月の28日に元旦の新聞が各家.薙に投

 げこまれる。・毎・日新聞によれば、萬橘圭三さんが美女の芸能人に

 囲ま麦・!、皆さん才メテートゥとくる。アレ呈互この新聞は36年元員、

 のものかた、出いものもあったものだたあと一癖トマドイ、日イ寸

 けをみると37年元旦とたしカ)に書いてある。ヘンにキツネにっ

 ままれた気持'ちでいると、30日になって年賀状がドサッと投げ

 こIまれる。「謹賀新左F」「今年もどうぞよろしく」.と、こ一らとや

 らはモチツキに忙がしいのにオメデートウとくるのだから踊にキチ

 ヤウ1!どうも新聞社も郵便局も気が早過ぎIるよ。胃j糊されたも

 のは来年のものであろうと、いつでも自己達する。そしてほんとう

 の元旦には、ゆっくり酒でも飲みましようというところらしい。

 あれだlj'郵政省の労組も、ヤイノヤイノと言って無理を通せば、

 我々の感情がどうであれ無関心、と八、だとこ7)でボロを出したも

 のだ。と言って真の元旦.を迎え、やが.て4日の仕事始狸)の日に

 /2月30口3/日の新聞が配達になる.コそして「今年をふり返

 って」とか「来年ばせ一ひ……=・・したい」とか勢いてある。こんな経

 験ははじめてゾ、離島ならではというところでしよう。益々ボケ

てくるコ

 簸今年のラ芒旦の前後は時化ばかり、アラレが1峰り、雨が降り、そ

 して冷.たい風が吹く、オーバーなしでは戸外に山れ.たい寒さであ

 った。こんなことは/3年ぶりだったとか、季。節的変異?かく.て.
 人間様は家の中でじっくり飲み、ビューンと吹く冷い風と雨の間
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 隙を縫って、蛇味線の奏るメロデーも一段と哀譲jを帯Iびてくる。

 風光.射婚な瀬戸内海峡も寒風のため一画1に白波が立ら、その中に
 外圏航路の船が34隻避難し、ll一場、ロマ'ンチツクで・はあるが、わ

 'び・しさを加えた元旦風景であった。ただラシ才だけがハヂナ流行

 敬をウナツチいる、テレビでもあれば…

 簸正月前の魚の・瞳段は史上最高であった。

 ム1]アジ/00匁/50円、カツオ節が/00匁400円、イ直上

 りムー一ドもこ㌧までくれば何をか苔わ、ヘノ・や。せつかく給与改訂で

 ホットしたのは東間、こ.れら物価高には焼石に水、正月過ぎれば

 鴛一言、吐一目、、追給もシュンといって蒸発して汽くだ1った。近代経済

 学も頭が痛いところだろう。需要供給のアンバランスが特にひと

 i・.・離島での経済i政策も・手のつけようがないのか、池閉さんよ
 シッカリダノンマッセ門

 Y、工記

 ★各部の  き★

 ○漁業都

 …きミ東支那海、海洋観測のためノ月8日山港したタ,草南丸は予定通

 り/.月/5.日系冬1''希着審。

 類西海区水研資源部の照梓.j丸用船による東支那海サバ標識放流

 は、西水研、庄島一、小川両技官、当場、竹一下、川上両技師が乗

 船し・、/月25日鹿児島出。港、・同海区1.{j漁1・牛』の民間船一数隻.と連

 絡を始にしつ㌧漁場を探索..:鯉カ放流に努.めたが鈎.群稀薄、・浮

 」二しないため(魚釣島西一方)。2月9日までに!,2!ノ屋を放流レ、

 その後.北」二しっ㌧焦、群探索すろも魚.群を.見ぬま㌧2月/6日鹿

 児島へ帰港。
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 ※'/月!一9日'西海区水研沿津資源部長辻閉校宮来訪、東海サバ

 魚体調査(出水研委託)の婁額指。導、吏にノ月30日勤水研・非

 圧、池元両度来場内魚体,調査を実施じ

 当場自体による魚体調。査は/。2日、/9日の一両.日東海サバを実

 ラニr試験船rかもめ」による鹿児島。湾内フグ延縄試験を2月/2、

 /3、/4、!5日手こ捗り水深30～220跳の間を実施するも
 成果を見るに到らなかった。

 ○養殖部

 勇ξ2月5日

 大童,分劾長ゴ!iJ胴耕作氏、熊毛支庁小松充男氏.米鹿

 撫盤1費部長.、東技納は長崎市にわける浅海増殖効果調査検討・会

 に出∫,若。トコブシ..マクジ0)投石効果について地表、特にトコ

 ブシについて1.立二11二のアワビに刻する箆袈賞座長、三して列席者の注

 目をあσ～六=。

 染瀬戸'口牧師はトコブシ切片'包挫、

 マベ、クロヲニョウカーイのプ三駿デI一一=タユ)一茎担賀、真j朱カ目ユニ需…{ミニ多・忙

 な祖頁め≠こ。

 一又、、2月/0口海蝿のワカメ生一育状態を調二査したが、ほとんど

 .醍郭できろ見込み1、いよ1ジった。

 ※新村技師は時節柄山水笠沙方面。1)ノリ揃採、抄塊、糸状体培

 C.1/月30日・ノリミス嬬ノ・・、について(こしき、島背瀬.魚主11ム)

 2月91一イワノリ抄製について(全土し

 O..2J…!6「]ノリ被害について(1.口永市一り

 =1占・{タ巨言交享1・1{は!.月。24、。25属,1';㌦

 へ!月3/ロアケガイ調査ωため指砧1打へ

 ○製造部

一一28一



 ※ハマチ(ブリ)くん製・試験

 牛根漁協葵殖ハマチ(ブ㌧)のく乍芦㈱を先月に引継ぎ実
 施中。

 熱フイツシュケーキ製造試験

 /月30～30日今次は特に調味液配合割合を主とし実施し

 た。

壷指一導調査関係

 U!.1ヨ24口～27田宮崎県沿岸、魚茱'指尋;所におけるハマチ

 くん製について打合せ調査。

 o/一月3ノ日～o2、月3口

 山川、枕崎のかつお節工場調査及び」姦棄物利用状況、調査。一

 02∫]5日～9口

 内之浦地区にお!、・て水産加コニ技術講習指導。

 o2月9日～/4日

 大阪府主催全国たべもの膜出.席。

 o2月/3目～/6日

 頴雄町にお1、・て水産加工技術講習指導。

 轍大島分場実島二水技補水産加工技術研修のため来場研修中。

 ○調査部

 燦ハマチ蓄養関係

 今月はいよいよ昭和37年度事業前薗立案の段階となり、動

 きが大変あわだゾしい。

 /月下旬に水産庁瀬戸内海漁業調整事務局主催の昭和37年か

 ん氷養魚用一種一曲需給対策協議会が神戸で開かれ、それに出席し

 た畠山銚'一長は、帰途和歌山、1硯山、山口の先進地を視察した。

 一方こ下旬に内之浦町ではブリ仔採捕蓄養についての説明会が、

 また、東町ハマチ蓄養適地調査が行なわれた。2月中旬には、

 種苗採捕蓄養根拠地候補として大泊、伊座敷を調査した。

 。2月26日に卒場にて本年度県内ハマチ種一曲需給対策打合せ全一
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 を開く予定である。

 ※水質調査関係

 澱粉工場廃水による肝付川汚濁調査(本年度4回目)の試料

 採取は/月22,23'臼Iに行なわれ走。/戸下旬に出水市荒曲奇
 ノリ養殖場を養.殖部と共同調査、2月/3日に山川町成川・養磁
 池鐘設予定地の水質'調査をした。一

染魚礁調査関係

 2月上旬:鹿児島湾内ドラム西魚礁禅率。続いて枕崎、笠沙
 野間池の種取り調査を実施した。

 鍛その他

 2月/0口:「昭和35年度I鹿児島県水産試:,験場事業報告」

 を関係固体に配付。

 }''.一一'“'、^'、㌧}'',㌧

 ★養魚場.

 ザζ・★一`ζ…=て.☆ザこ、=r

 の動さ★

 了^r≠r☆一二rザ(ずτ

 ※/月/2日場長加治木へ伊佐地区'連絡脇議会

 擦/月/3日切藁への注水

 ※/月/7臼親コイし青地区繭の猛寒竹伐採連輝

 き表/月ノ8日食用コイ取場違搬。]汀王王K,TV記者養魚場撮影。

 大口市役所派遣臓負坂本君警視庁勤務の年め退職。.

 類/月24日～。26日堆肥剴り返し作業。

 き美/月29口～3/日場長吹上町べ養鯉指導。

 一ヲ;{・/月30口地固、竹下鹿児島へ事務連絡

 燕/月30一日～3/日堆肥切り返し作業。

 難その他:来話者

 /月/3口八代市漁協貴/4名、/4磨大口市長以下5名、

 西田本場・長、宮之城中村籍魚場中村氏及北薩養鯉組合長・以下5名、

 /9日水産課上村技補佐。
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